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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期
第２四半期
連結累計期間

第67期
第２四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自平成24年８月１日
至平成25年１月31日

自平成25年８月１日
至平成26年１月31日

自平成24年８月１日
至平成25年７月31日

売上高（千円） 13,825,197 13,920,422 29,221,465

経常利益（千円） 729,858 910,081 2,087,936

四半期（当期）純利益（千円） 413,136 966,779 1,276,711

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
455,512 973,731 1,367,349

純資産額（千円） 32,231,216 34,531,129 33,007,191

総資産額（千円） 44,237,706 46,612,992 46,114,717

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
24.33 55.83 75.18

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 72.9 74.1 71.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
597,821 122,613 2,672,726

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△461,449 △1,196,010 △1,171,072

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△136,253 542,406 △272,497

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高（千円）
5,609,802 6,307,850 6,838,840

回次
第66期
第２四半期
連結会計期間

第67期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成24年11月１日
至平成25年１月31日

自平成25年11月１日
至平成26年１月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 18.49 43.87

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や日銀の金融政策により、輸出や生産の持ち

直し、企業収益の改善など明るい兆しが見え始めました。しかしながら、米国の量的金融緩和縮小を起因とする新

興国通貨の下落、中国の「影の銀行」に対する不安、輸入価格の上昇などによる国内景気を下押しするリスク要因

があり、依然として先行きの不透明感は拭えない状況となっております。

このような状況のもと、当社グループが関連する鋼製物置業界におきましては、物置需要動向に直接関連する新

設戸建住宅着工戸数は、回復の動きがあり、雇用や所得環境の改善が伴えば更に加速するものと思われます。オ

フィス家具業界につきましては、首都圏での大型物件の減少や投資に対する企業の慎重な姿勢と激しい価格競争に

より、極めて厳しい状況で推移しました。

このような経営環境の中で、当社グループの鋼製物置セグメントにおきましては、一昨年の10月に「圧倒的高さ

と存在感」を誇る『イナバ倉庫』、昨年５月には断熱材をプラスした『ＮＥＸＴＡ＋（ネクスタプラス）』を発売

いたしました。オフィス家具セグメントにおきましては、独自製品とＯＥＭ製品との生産合理化に向けた部材の共

通化を実施し、部品点数削減及び軽量化を進めたデスク、ワゴンの生産を開始し、昨年１月には『ＤＵＥＮＡ

（デュエナ）』（業界推奨Ｈ720デスク）、昨年２月には『Ｙｅｒａ（イエラ）』（スタンダードチェア）、１月

には新製品として『Ｓｏｎａ（ソナ）』（個人用防災備蓄ボックス）を発売いたしました。

以上の諸施策を推進し業績の向上に努めてまいりました結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同期

比0.7％増加の13,920百万円となりました。損益面につきましては、製造原価の低減に取り組んだ結果、営業利益

は785百万円（前年同期比20.1％増）、経常利益は910百万円（前年同期比24.7％増）、四半期純利益は966百万円

（前年同期比134.0％増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（セグメント売上高）：当第２四半期連結累計期間（自　平成25年８月１日　至　平成26年１月31日）

セグメントの名称 金額（百万円） 前年同期比（％） 構成比（％）

鋼製物置 9,677 106.7 69.5

オフィス家具 4,242 89.3 30.5

合計 13,920 100.7 100.0

（鋼製物置）

小型収納庫におきまして東北地方における前期の仮設住宅向け納入に伴う反動減があるものの、全国的な防災意

識の高まり、ガレージシリーズ、イナバ倉庫等大型製品が寄与し、売上高は9,677百万円（前年同期比6.7％増）、

セグメント利益は1,355百万円(前年同期比12.9％増）となりました。

（オフィス家具）

部材の共通化を実施し、部品点数削減及び軽量化を進めたデスク、ワゴンの生産を開始するとともに、顧客の要

望に合致した新製品（デスク、チェア、地震対策オプション）の開発に努めてまいりました。しかしながら、ＯＥ

Ｍ先向けの販売は伸び悩み、依然として熾烈な価格競争が続いている状況にあります。

その結果、売上高は4,242百万円（前年同期比10.7％減）、セグメント損失は113百万円（前年同期は113百万円

のセグメント損失）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

530百万円減少の6,307百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の獲得は、122百万円（前年同期比475百万円の収入減）

となりました。これは、税金等調整前四半期純利益1,551百万円、売上債権の減少額268百万円等による資金増加要

因と、有形固定資産売却益655百万円、たな卸資産の増加額215百万円、法人税等の支払額343百万円等の資金減少

要因によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の使用は、1,196百万円（前年同期比734百万円の支出

増）となりました。これは、定期預金の払戻9,300百万円、有形固定資産の売却による収入1,495百万円等による収

入と、定期預金の預入による支出11,500百万円、有形固定資産の取得による支出340百万円等による支出があった

ことによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の回収は、542百万円（前年同期は136百万円の使用）と

なりました。これは、自己株式の処分による収入712百万円による収入と、配当金の支払額169百万円等による支出

があったことによるものであります。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、118百万円であります。なお、当第

２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年３月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,922,429 17,922,429
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 17,922,429 17,922,429 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年11月１日～

平成26年１月31日
－ 17,922,429 － 1,132,048 － 763,500
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（６）【大株主の状況】

 平成26年１月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社イナバホールディングス 東京都大田区矢口２丁目５－25 3,569 19.9

株式会社共進 東京都大田区鵜の木１丁目25－２ 1,963 11.0

稲葉　明 横浜市港北区 526 2.9

稲葉　茂 東京都世田谷区 498 2.8

丹下　信夫 横浜市港北区 495 2.8

秋本　千恵子 東京都大田区 475 2.7

瀬間　照次 東京都大田区 453 2.5

稲葉　進 横浜市港北区 448 2.5

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２－１ 411 2.3

稲葉製作所取引先持株会 東京都大田区矢口２丁目５－25 386 2.2

計 － 9,228 51.5

（注）株式会社イナバホールディングスは、当社代表取締役社長　稲葉　明の親族の財産保全会社であります。

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成26年１月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 361,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,557,500 175,575 －

単元未満株式 普通株式 3,329 －
１単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 17,922,429 － －

総株主の議決権 － 175,575 －

（注）「完全議決権株式（その他）」には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が400株（議決権４個）含まれてお

ります。

②【自己株式等】

 平成26年１月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社稲葉製作所
東京都大田区矢口

２丁目５番25号
361,600 － 361,600 2.0

計 － 361,600 － 361,600 2.0

EDINET提出書類

株式会社稲葉製作所(E01451)

四半期報告書

 6/19



２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年11月１日から平

成26年１月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年８月１日から平成26年１月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,138,840 17,007,850

受取手形及び売掛金 7,439,729 7,170,772

有価証券 － 800,000

商品及び製品 1,600,741 1,794,315

仕掛品 168,464 176,602

原材料及び貯蔵品 284,038 298,263

その他 457,803 451,579

貸倒引当金 △5,252 △5,434

流動資産合計 26,084,365 27,693,950

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,506,720 3,818,077

土地 12,277,908 11,271,049

その他（純額） 1,525,696 1,191,865

有形固定資産合計 17,310,325 16,280,992

無形固定資産 78,618 147,647

投資その他の資産

その他 2,641,852 2,490,799

貸倒引当金 △444 △398

投資その他の資産合計 2,641,408 2,490,401

固定資産合計 20,030,352 18,919,042

資産合計 46,114,717 46,612,992

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,750,637 6,663,526

未払法人税等 359,456 375,244

賞与引当金 256,049 260,818

その他 2,458,952 1,620,795

流動負債合計 9,825,096 8,920,386

固定負債

退職給付引当金 2,099,377 1,960,833

役員退職慰労引当金 403,582 414,387

その他 779,470 786,256

固定負債合計 3,282,430 3,161,476

負債合計 13,107,526 12,081,862
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年１月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,132,048 1,132,048

資本剰余金 763,500 987,847

利益剰余金 31,820,189 32,617,142

自己株式 △805,779 △310,093

株主資本合計 32,909,958 34,426,944

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 97,232 104,184

その他の包括利益累計額合計 97,232 104,184

純資産合計 33,007,191 34,531,129

負債純資産合計 46,114,717 46,612,992
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年８月１日
　至　平成25年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年８月１日
　至　平成26年１月31日)

売上高 13,825,197 13,920,422

売上原価 10,185,294 10,029,449

売上総利益 3,639,902 3,890,973

販売費及び一般管理費
※1 2,985,668 ※1 3,105,268

営業利益 654,234 785,705

営業外収益

受取利息 12,422 8,819

受取配当金 1,733 2,319

作業くず売却益 38,819 58,168

電力販売収益 － 54,657

雑収入 23,857 41,746

営業外収益合計 76,832 165,712

営業外費用

支払利息 1,187 552

電力販売費用 － 33,267

雑損失 20 7,517

営業外費用合計 1,208 41,336

経常利益 729,858 910,081

特別利益

固定資産売却益 601 655,694

保険解約返戻金 5,132 －

特別利益合計 5,734 655,694

特別損失

減損損失
※2 23,911 ※2 12,838

その他 2,112 1,013

特別損失合計 26,024 13,852

税金等調整前四半期純利益 709,568 1,551,922

法人税、住民税及び事業税 216,038 357,300

法人税等調整額 80,393 227,843

法人税等合計 296,431 585,143

四半期純利益 413,136 966,779
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年８月１日
　至　平成25年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年８月１日
　至　平成26年１月31日)

四半期純利益 413,136 966,779

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 42,375 6,952

その他の包括利益合計 42,375 6,952

四半期包括利益 455,512 973,731

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 455,512 973,731
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年８月１日
　至　平成25年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年８月１日
　至　平成26年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 709,568 1,551,922

減価償却費 279,147 285,115

減損損失 23,911 12,838

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11,232 135

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,956 4,768

退職給付引当金の増減額（△は減少） △84,838 △138,544

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 13,006 10,805

受取利息及び受取配当金 △14,155 △11,139

有形固定資産売却損益（△は益） △594 △655,614

売上債権の増減額（△は増加） 632,594 268,731

たな卸資産の増減額（△は増加） △216,922 △215,937

仕入債務の増減額（△は減少） △166,768 △87,110

その他 △399,762 △570,488

小計 756,996 455,483

利息及び配当金の受取額 15,279 11,218

法人税等の支払額 △173,291 △343,554

その他 △1,162 △533

営業活動によるキャッシュ・フロー 597,821 122,613

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △9,000,000 △11,500,000

定期預金の払戻による収入 9,500,000 9,300,000

有形固定資産の取得による支出 △874,383 △340,678

有形固定資産の売却による収入 1,551 1,495,443

無形固定資産の取得による支出 △16,409 △88,158

保険積立金の積立による支出 △120,276 △63,512

その他 48,068 895

投資活動によるキャッシュ・フロー △461,449 △1,196,010

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △135,632 △169,772

自己株式の処分による収入 － 712,856

その他 △621 △677

財務活動によるキャッシュ・フロー △136,253 542,406

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 118 △530,990

現金及び現金同等物の期首残高 5,609,684 6,838,840

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 5,609,802 ※ 6,307,850
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年８月１日
至　平成25年１月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年８月１日
至　平成26年１月31日）

荷造運送費 572,965千円 602,671千円

従業員給与手当 796,778 821,381 

賞与引当金繰入額 77,875 88,626 

退職給付引当金繰入額 27,673 30,195 

役員退職慰労引当金繰入額 13,006 10,805 

貸倒引当金繰入額 △8,954 135 

 

※２　減損損失

以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

前第２四半期連結累計期間（自　平成24年８月１日  至　平成25年１月31日）

場所 用途 種類 金額

愛知県犬山市他 オフィス家具事業資産 有形固定資産「その他」 23,911千円

当社グループは資産を鋼製物置事業資産、オフィス家具事業資産及び遊休資産にグルーピングしております。この

内オフィス家具事業資産については、引き続き市況が低迷していることから、当第２四半期連結累計期間において、

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。なお、当資産グ

ループの回収可能価額は、零として評価しております。

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成25年８月１日  至　平成26年１月31日）

場所 用途 種類 金額

愛知県犬山市他 オフィス家具事業資産 有形固定資産「その他」 12,838千円

当社グループは資産を鋼製物置事業資産、オフィス家具事業資産及び遊休資産等にグルーピングしております。こ

の内オフィス家具事業資産については、引き続き市況が低迷していることから、当第２四半期連結累計期間におい

て、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。なお、当資産

グループの回収可能価額は、零として評価しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年８月１日
至　平成25年１月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年８月１日
至　平成26年１月31日）

現金及び預金勘定 14,309,802千円 17,007,850千円

有価証券勘定 300,000 800,000 

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△9,000,000 △11,500,000 

現金及び現金同等物 5,609,802 6,307,850 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年８月１日　至　平成25年１月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月16日

定時株主総会
普通株式 135,860 8 平成24年７月31日 平成24年10月17日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月15日

取締役会
普通株式 135,860 8 平成25年１月31日 平成25年４月８日 利益剰余金

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年８月１日　至　平成26年１月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月16日

定時株主総会
普通株式 169,826 10 平成25年７月31日 平成25年10月17日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月14日

取締役会
普通株式 175,607 10 平成26年１月31日 平成26年４月８日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年８月１日　至　平成25年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

　 鋼製物置 オフィス家具 計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 9,072,320 4,752,877 13,825,197 － 13,825,197

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 9,072,320 4,752,877 13,825,197 － 13,825,197

セグメント利益又は損失

（△）
1,200,112 △113,426 1,086,685 △432,451 654,234

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△432,451千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「オフィス家具」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損

損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては23,911千円であります。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年８月１日　至　平成26年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

　 鋼製物置 オフィス家具 計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 9,677,796 4,242,626 13,920,422 － 13,920,422

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 9,677,796 4,242,626 13,920,422 － 13,920,422

セグメント利益又は損失

（△）
1,355,174 △113,896 1,241,278 △455,572 785,705

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△455,572千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「オフィス家具」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損

損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては12,838千円であります。
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（金融商品関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成26年１月31日）

前連結会計年度末に比べ著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成26年１月31日）

前連結会計年度末に比べ著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成26年１月31日）

当社及び連結子会社は、デリバティブ取引を全く利用してないため、該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年８月１日
至　平成25年１月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年８月１日
至　平成26年１月31日）

１株当たり四半期純利益金額 24円33銭 55円83銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 413,136 966,779

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 413,136 966,779

普通株式の期中平均株式数（株） 16,982,616 17,315,882

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

平成26年３月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(1) 中間配当による配当金の総額……………… 175,607千円

(2) １株当たりの金額…………………………… 10円00銭

(3) 支払請求の効力発生日及び支払開始日…… 平成26年４月８日

(注) 平成26年１月31日最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年３月14日

株式会社稲葉製作所

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 向川　政序　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小野木　幹久　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社稲葉製

作所の平成25年８月１日から平成26年７月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年11月１日から平

成26年１月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年８月１日から平成26年１月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社稲葉製作所及び連結子会社の平成26年１月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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